
 

1.4 緑豊かで良好な景観形成の支援に関する研究 

 

15) 景観デザインの規範事例集策定調査 

【景観形成事業関連調査費】 ........................................................................................71 

16) 景観重要樹木の管理指針の策定に関する研究 

【都市公園事業調査費】................................................................................................75 

17) 歴史的イメージ形成に関する景観評価手法の開発 

【都市公園事業調査費】................................................................................................81 

18) 隣接施設・街路等と連携した都市公園の整備・管理に関する研究 

【都市公園事業調査費】................................................................................................83



 



景観デザインの規範事例集策定調査 
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It is necessary to share the best practice case studies from the viewpoints of landscape, aesthetics, 
structure and sustainability to spread the philosophy of the Landscape Act over public works. In this 
research, the projects which have been thought as highly evaluated design are selected, and the 
technical ideas and methodologies are introduced. 
 
［研究目的及び経緯］ 
 美しい国づくり政策大綱及び景観法を踏まえ、公共

事業の実施に際して景観・デザインに配慮することが

求められている。平成 16 年 6 月に「国土交通省所管公

共事業における景観評価の基本方針（案）」が策定され、

44 の直轄事業を対象として試行したのち、平成 19 年 4

月「国土交通省所管公共事業における景観検討の基本

方針（案）」として改定され、全ての直轄公共事業を対

象に各地整等で運用を始めている。また平成 18 年度末

までに各分野の景観形成ガイドラインが出揃った。 

 こうした体制や方針の整備が整う一方、土木分野で

は景観・デザインに配慮した設計を行う際に参考とな

るような規範的事例を集めた資料集がなく（建築の分

野では戦前から建築設計資料集成が整備されており、

教育及び実務で一般的に参照されている）、これを整備

することによって景観・デザインの理解や合意形成に

資するものと考えられる。本調査は土木構造物の規範

的デザイン事例を示し、公共事業における景観形成の

方向性を示すとともに、景観、デザインに配慮した設

計の際の参考となる情報を整理するものである。具体

的には道路・橋梁・街路・公園・河川・海岸・港湾の

各分野について規範的事例を抽出し、設計意図や技術

的情報等を調査した上で、景観デザイン規範事例集と

してとりまとめた。 
［研究方法］ 

 上記７分野を対象として、全国的に標準設計が普及

せず、地域ごとあるいは施設ごとにデザインが工夫さ

れた近世・近代（戦前、戦後初期）の構造物と、それ

以降の構造物で一定期間人々の目に触れ、デザインと

して評価が定まったものをリストアップし、規範とな

りうる景観デザインの事例候補を選定した。次にこれ

ら候補事例に関する図面や設計意図等の資料を現地調

査および資料調査により収集し、各分野における景観

デザインの規範事例集としてとりまとめた。 
 検討にあたっては、（社）土木学会景観・デザイン委

員会内に、景観デザインおよび各分野の専門家からな

る「土木デザイン集成編集小委員会（委員長：篠原修

政策研究大学院大学教授）」を設け、規範となる事例の

選定および事例集編集に関する議論を進めた。 
［研究成果］ 

１．選定された事例 
 分野について、数百事例の候補から委員会での検討

を経て下記の事例を選定した（事例中※のついたもの

は複数の事例をひとつの項目として紹介するもの）。 
（道路） 

①東海道、②日光御成街道・日光例幣使街道・会津西街道、③や

まなみハイウェイ、④芦ノ湖スカイライン・箱根スカイライン、

⑤二十間道路、⑥定山渓国道、⑦日光宇都宮道路、⑧千葉東金道

路、⑨道央自動車道（和寒〜士別・剣淵IC），⑩休憩施設※ 

（橋梁） 

①錦帯橋、②永代橋・清洲橋、③武庫大橋、④天神橋、⑤西海橋、

⑥十王川橋、⑦横浜ベイブリッジ、⑧横向大橋、⑨鶴見橋、⑩牛

深ハイヤ大橋、⑪苫田大橋、⑫歩行者専用の橋※ 

（街路） 

①知覧武家屋敷通り、②中山道 奈良井宿、③銀座中央通り、④御

堂筋、⑤青葉通・定禅寺通、⑥絵画館前通り・表参道・内外苑連

絡路、⑦大通・大通公園、⑧元町通り（横浜）、⑨皇居周辺街路、

⑩水辺の街路※、⑪坂道※、⑫歩行者系街路※、⑬オープンカフェ※ 



（公園） 

①西都原古墳群、②上野公園，③砧公園，④アルテピアッツァ美

唄、⑤古河総合公園、⑥モエレ沼公園、⑦長崎水辺の森公園、⑧

震災復興小公園、⑨多摩ニュータウン・港北ニュータウン、⑩越

前勝山・大清水空間、⑪児ノ口公園 

（河川） 

①富士川水系・信玄堤、②巴川・香嵐渓、③大谿川・城崎温泉街

地先護岸、④夙川・河川敷緑地、⑤鴨川・京都市街地河道、⑥一

の坂川・石積護岸、⑦太田川・基町護岸、⑧八東川・多自然型川

づくり、⑨津和野川・景観整備、⑩阿武隈川・渡利地区水辺空間

整備、⑪子吉川・二十六木地区多自然型川づくり、⑫和泉川・東

山の水辺と関ヶ原の水辺、⑬木曽川・船頭平閘門、⑭荒川・岩淵

水門、⑮旧北上川分流施設群・脇谷水門と鴇波水門、⑯嘉瀬川・

石井樋、⑰筑後川・山田堰、⑱隅田川・隅田公園、⑲牛伏川・フ

�ランス式階段工、⑳木曽川水系・羽根谷砂防第一堰堤、 雲原川・

�砂防施設群、 布引ダム（五本松堰堤 �）、 立ヶ畑ダム（烏原堰堤）、

� � �小牧ダム、 白水ダム、 水門の開閉装置の変化とデザイン※、

� 護岸端部のデザイン※ �、 伝統治水に学ぶしなやかなデザイン※、

� 流れのデザイン※ 

（海岸） 

①虹の松原、②上人ヶ浜、③包ヶ浦、④白砂青松の役割※、⑤海岸

工学と砂浜のデザイン※、⑥海岸の空間構成とアースデザイン※、⑦

住民参加による海岸づくりの新たな動き※ 

（港湾） 

①鞆の浦、②三角西港、③横浜港旧港地区、④山下公園、⑤汽車

道、⑥鹿児島港本港区港湾緑地、⑦門司港レトロ、⑧港の魅力と

景観整備※、⑨港とまちの眺望※、⑩居心地の良い水域の形成※、⑪

海辺のプロムナードのデザイン※、⑫潮入のデザイン※ 

２．規範事例選定の観点 
 委員会では次のような点が規範事例選定の観点とし

て挙げられた。ただし事例選定の際には、例えば道路

分野においては歴史的街道（東海道）、参道（日光御成

街道）、パークウェイ（やまなみハイウェイ）、観光道

路（芦ノ湖スカイライン）、植栽修景（二十間道路）、

景観・環境保全（定山渓国道）といったように、ひと

つの分野の中でもそれぞれ規範として別の方向性を持

つものが選ばれている。 
（道路） 

① 歴史資源を保全・活用した道路 

② 明確な意図・目的により良好な景観が形成された道路 

（橋梁） 

① 周辺地形・風景と調和した橋梁 

② 形そのものが美しく、構造体そのものがデザインされた橋梁 

③ 設計者のコンセプトを読み取れる橋梁 

④ 橋梁群（ネットワーク） 

（街路） 

① 歴史・風土的な空間を保全活用した街路 

② 沿道との良好な関係を構築する大通り（目抜き通り等） 

③ 心地よいスケール感を持った路地・界隈 

（公園） 

① 歴史資源を保全・活用した公園 

② 空間・施設を転用した公園 

③ 新たな風景的価値を創出した公園 

④ 臨水部（川・港）における公園 

⑤ 公園群（ネットワーク） 

（河川） 

① 自然の営力への対応が工夫されている 

② 周辺の地形・景観との関わりが考慮されている 

③ 地域社会との関わりが考慮されている 

④ 空間・構造物の全体の姿が優れている 

⑤ 要素間の関係がうまく考えられている 

⑥ 質の高い、丁寧な設計・施工が行われている 

（港湾） 

① 地形との関わりが考慮されている 

② 水際と街がよく関連付けられている 

③ 水辺の空間構成が優れている 

④ 優れた設計・施工がなされている 

（海岸） 

① 地形を活かした汀線形状となっている 

② 背後地や植栽帯との関係が優れている 

③ 水辺の断面構成が優れている 

３．景観デザイン規範事例集の作成 
 選定された規範事例を実際の事業における計画・設

計の参考とするために、以下のような項目を整理した。

その上で事例ごとに４ページ前後にレイアウトし、景

観デザイン規範事例集としてとりまとめた。 
① 設計図：平面図、断面図、立面図、詳細図等 
② 位置図：周辺地形や背後地との関係がわかるもの 
③ 写真：空間全体の構成やスケール感、部分詳細の

イメージがわかるもの 
④ 諸元：所在地、管理者、設計者、施工者、建設年、

主な構造など。 
⑤ 設置の経緯とデザイン的特徴、設計意図：形状の

必然性や根拠など 

［成果の発表］ 
 本調査の成果は、国総研資料 No.433「景観デザイン

規範事例集（道路・橋梁・街路・公園編）」、No.434「景

観デザイン規範事例集（河川・海岸・港湾編）」として

発行し、地方整備局等に広く配布する予定である。 
［成果の活用］ 

 本調査の成果は、各分野における景観ガイドライン

と合わせ、公共事業の計画・設計の際に景観に配慮す

る際の技術資料および関係者の合意形成のための参考

資料として参照されることが望まれる。 



規範事例集の内容例（橋梁編） 

規範事例集の内容例（街路編） 



 

規範事例集の内容例（港湾編） 

規範事例集の内容例（河川編） 


